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Ⅰ 調査の概要

１ 調査目的

市内の子育てを行う世帯の現在の幼児教育・保育事業の利用状況や今後の利用希望、子育てに

ついて要望を把握し、幼児教育・保育事業、地域子育て支援事業の「量の見込み」の算出など、

計画に反映することを目的とする。

２ 調査の方法

（１）調査地域

下関市全域

（２）抽出方法

市内に居住する、０歳から５歳までの児童がいる家庭の中から無作為抽出

（３）調査方法

郵送による配付・回収 督促状１回発送（保護者へ記入を依頼）

（３）調査対象

5,000 世帯

（４）回収数

2,631 票 有効回答率 52.6％

（５）調査時期

平成 25年９月 27日～平成 25年 10 月 10 日

３ 報告書の見方

（１）本文及び図中に示した調査結果の数値は百分比（％）で示してある。これらの数値は小数

点以下第２位を四捨五入しているため、全項目の回答比率の合計が 100.0％とならない場

合がある。

（２）複数の回答を求めた質問では、回答比率の合計が 100.0％を超えることがある。

（３）報告書中の図表では、コンピューター入力の都合上、回答選択肢の表現を短縮している場

合がある。

（４）母集団比に応じて標本数の配分を行った場合に地域別の回収ベースで分析可能な標本数を

確保できない可能性があるため、菊川地域、豊田地域、豊浦地域、豊北地域の抽出率を高

く設定し標本配分を行った。そのため、抽出率の差を調整するために、回収数の母集団比

率が最も高い地区を基準とした係数を乗じた規正標本数をもって集計を行っている。
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Ⅱ 調査の結果

１ 属性

（１）子どもの年齢

※年齢は平成 25年 4月 1日現在の年齢（平成 25年 4月 2日以降に生まれた方は 0歳に含んでいます）

（２）居住地

（３）両親の状況

（％）

16.3

22.2

16.3

13.9

14.4

15.6

1.3

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

無回答

（％）

0.1

92.6

5.7
1.6

両親ともにいる

母子家庭

父子家庭

不明

（％）

21.6

20.0

9.1

36.6

2.8

1.5
5.4

1.8
1.3

本庁地域

彦島地域

山陽地域

山陰地域

菊川地域

豊田地域

豊浦地域

豊北地域

無回答

回答者数 規正標本数 割合

０歳 577 1,059 22.2％

１歳 427 776 16.3％

２歳 428 774 16.3％

３歳 361 662 13.9％

４歳 380 686 14.4％

５歳 405 742 15.6％

無回答 53 61 1.3％

合計 2,631 4,760 100.0％

回答者数 規正標本数 割合

本庁地域 475 950 20.0％

彦島地域 216 434 9.1％

山陽地域 572 1,030 21.6％

山陰地域 888 1,740 36.5％

菊川地域 100 131 2.8％

豊田地域 61 70 1.5％

豊浦地域 169 255 5.4％

豊北地域 86 86 1.8％

無回答 64 64 1.3％

合計 2,631 4,760 100.0％

回答者数 規正標本数 割合

両親ともにいる 2,424 4,410 92.6％

母子家庭 147 269 5.7％

父子家庭 4 7 0.1％

不明 56 74 1.6％

合計 2,631 4,760 100.0％



- 3 -

（４）家族構成

（５）子どもの人数

（６）子育てを主に行う者

（％）

1.00.6

1.3

48.7

48.1

0.3

父母ともに

主に母親

主に父親

主に祖父母

その他

無回答

（％）

1.1

13.0

84.4

1.5

二世代世帯

三世代世帯

その他の世帯

無回答

（％）

1.2
4.1

47.0

29.018.7

１人

２人

３人

４人以上

無回答

回答者数 規正標本数 割合

二世代世帯 2,180 4,014 84.4％

三世代世帯 358 619 13.0％

その他の世帯 47 74 1.5％

無回答 46 53 1.1％

合計 2,631 4,760 100.0％

回答者数 規正標本数 割合

１人 757 1,381 29.0％

２人 1,221 2,240 47.0％

３人 497 888 18.7％

４人以上 109 195 4.1％

無回答 47 56 1.2％

合計 2,631 4,760 100.0％

回答者数 規正標本数 割合

父母ともに 1,260 2,291 48.1％

主に母親 1,270 2,317 48.7％

主に父親 7 12 0.3％

主に祖父母 35 63 1.3％

その他 16 28 0.6％

無回答 43 49 1.0％

合計 2,631 4,760 100.0％
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20.0 6.0 19.4 3.7

7.9

44.3

0.989.8
0.2

0.4

1.5
4.5

0.6

0.7

母親

父親

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である
パ－ト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

パ－ト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である
自営業である（農業・漁業を含む）
以前は就労していたが、現在は就労していない
これまで就労したことがない

無回答

2.9 5.9 10.2 62.9

51.8

14.0

35.9

0.9

4.1 5.1

0.2

1.5

0.3

1.2

1.4

1.6
母親

父親

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 無回答

２ 両親の就労状況

（１）両親の就労状況

母親の就労状況は、「フルタイム」が 26.0％、「パート・アルバイト」が 20.9％、「自営業」

が 3.7％であり、就労している割合は 50.6％である。

父親の就労状況は、「フルタイム」が 90.0％、「パート・アルバイト」が 0.4％、「自営業」

が 7.9％であり、就労している割合は 98.3％である。

〔図 両親の就労状況〕

（２）就労日数・時間

１週当たりの就労日数は、母親は「５日」が 62.9％で最も高く、次いで「６日」が 14.0％、

父親は「５日」が 51.8％で最も高く、次いで「６日」が 35.9％となっている。

土曜日の就労が「定期的にある」割合は、母親が 27.7％、父親が 37.6％、日曜日の就労が

「定期的にある」割合は、母親が 10.4％、父親が 15.1％となっている。

〔図 １週当たりの就労日数〕

（％）

（％）
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9.7 14.4 13.3 10.8 33.6

31.7

6.3

12.6

4.4

19.3 28.3 6.3

3.8

0.2 0.1

0.2 0.3

1.1

1.8
2.0母親

父親

3時間以下 4時間 5時間 6時間 7時間

8時間 9時間 10時間 11時間以上 無回答

27.7 31.7 3.3

12.0

37.3

37.6 42.9 7.5

母親

父親

ない 定期的にある 不定期にある 無回答

10.4 23.1 7.159.4

29.6 15.1 43.3 12.0

母親

父親

ない 定期的にある 不定期にある 無回答

〔図 土曜日の就労状況〕

〔図 日・祝日の就労状況〕

１日週当たりの就労時間は、母親は「８時間」が 33.6％で最も高く、次いで「５時間」が

14.4％、父親は「８時間」が 31.7％で最も高くなっているが、「11時間以上」も 28.3％となっ

ている。

出勤時間は、母親は「８時台」が 47.5％で最も高く、父親は「７時台」が 44.2％で最も高

くなっている。

帰宅時間は、母親は「18時台」が 29.5％で最も高く、父親は「19時台」が 22.4％で最も高

くなっている。

〔図 １日当たりの就労時間〕

（％）

（％）

（％）
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〔図 出勤時間・帰宅時間〕

[出勤時間] [帰宅時間]

0.9

23.0

47.5

18.1

3.6

1.0

2.5

0.8

1.8

44.2

26.4

4.8

1.1

0.4

1.8

4.7

0.7

0.8

12.6

3.2

0 20 40 60

～5時台

6時台

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時～17時台

18時以降

無回答

（％）

母親

父親 1.6

3.4

6.6

5.6

11.1

17.9

29.5

16.0

3.1

0.9

0.7

0.9

1.7

0.2

0.2

0.3

0.8

5.1

19.8

19.1

13.0

10.2

2.2

4.7

0.9

1.5

0.4

22.4

0 20 40 60

～11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時～24時台

25時以降

無回答

（％）

母親

父親
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52.7 24.9 2.519.9

17.0 4.5 63.0 15.5

母親

父親

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

1年より先、一番下の子どもが大きくなったころに就労したい

すぐにでも、もしくは1年以内に就労したい

無回答

27.1 54.5 9.3 2.7

31.7

6.4

42.9 25.3

母親

父親

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望があるが、実現できる見込みがない

パ－ト・アルバイト等の就労を続けることを希望

パ－ト・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい

無回答

（３）フルタイムへの転換意向

パート・アルバイトのうち、フルタイムへの転換意向がある割合は、母親で 33.5％であり、

6.4％が実現できる見込みがあると回答している。

父親は 74.6％が転換意向があり、31.7％が実現できる見込みがあると回答している。

〔図 フルタイムへの転換意向〕

（パート等で就労している保護者）

（４）今後の就労意向

就労していない親の就労意向について、母親は「１年より先、一番下の子どもが大きくなっ

たころに就労したい」と回答した割合が 52.7％で最も高く、その際の子どもの年齢としては、

６歳以上が 47.7％となっている。

また、就労していない母親のうち、「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」と回答

した割合は 24.9％であり、希望する就労形態は「パート・アルバイト等」が 79.0％となって

いる。

就労していない父親のうち、「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」と回答した割

合が 63.0％であり、そのすべてがフルタイムでの形態を希望している。

〔図 今後の就労意向〕

（就労していない母親・父親）

（％）

（％）
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〔図 母親が就労を希望する際の子どもの年齢〕

（子どもが大きくなったころに就労を希望する母親）

〔図 母親の希望する就労形態〕

（すぐにでも、もしくは１年以内に就労を希望する母親）

〔図 母親の希望する就労状況〕

（パート等を希望する母親）

[1週当たりの就労日数] [1 日当たりの就労時間]

（％）

0.7

1.38.6

37.8

30.1

4.8

16.7

1歳以下

2～3歳

4～5歳

6～8歳

9～12歳

13歳以上

無回答

（％）

20.3
0.7

79.0

フルタイム（1週5日程度・1日8時間程度の就労）

パ－ト・アルバイト等

無回答

（％）

37.3

1.3

26.533.2

1.7
2日
3日
4日
5日
無回答

（％）

1.3
3.0

3.0

18.2
30.3

3.3

40.8

3時間以下

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間以上

無回答
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（５）両親の就労状況による家庭類型

家庭形態と両親の就労状況により、保育の必要性にかかわる家庭類型を区分すると、全体で

は、ひとり親家庭が 5.8％、両親ともにフルタイムで就労している家庭が 24.0％、両親がそれ

ぞれフルタイムとパートタイムで就労している家庭が 20.8％、両親ともにパートタイムで就労

している家庭が 0.2％であり、保育が必要な家庭は 50.8％となっている。

また、年齢区分別にみると、保育が必要な家庭は年齢が上がるほど高くなっている。

〔図 両親の就労状況による家庭類型/年齢区分別〕

5.8

4.2

8.9

24.0

22.4

22.1

20.8

19.1

27.6

0.1

0.2

47.8

55.6

53.9

39.6

0.3

2.4 29.5 10.3

0.2

0.1

0.9

1.6

0.4

1.1

1.2全体

０歳

１・２歳

３～５歳

ひとり親家庭

フルタイム×フルタイム
フルタイム×パートタイム

パート×パート

専業主婦（夫）

無業×無業

無回答

（％）
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３ 教育・保育事業の利用状況

（１）教育・保育事業の利用状況

現在、子どもが教育・保育事業を「利用している」割合は、59.5％であり、年齢区分別にみ

ると、０歳で 18.4％、１・２歳で 42.9％、３～５歳で 92.6％であり、年齢が上がるほど高く

なっている。

両親の就労状況別にみると、事業を「利用している」割合は、両親が就労している世帯では

８割前後、就労していない世帯では 36.8％となっている。

利用している事業は、「保育園」が 58.5％で最も高く、次いで「幼稚園」が 34.8％、「幼稚

園の預かり保育」が 7.7％となっている。

〔図 教育・保育事業の利用状況/年齢区分別〕

〔図 教育・保育事業の利用状況/両親の就労状況別〕

42.9

92.6

40.2

56.8

7.3

0.3

0.3

59.5

18.4 81.0

0.1

0.7

全体

０歳

１・２歳

３～５歳

利用している 利用していない 無回答

36.8

80.8

21.6

63.0

19.2

0.5

0.2

84.5

77.9

15.4 0.2

フルタイム×フルタイム

どちらかがパート

専業主婦（夫）

ひとり親家庭

利用している 利用していない 無回答

（％）

（％）
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〔図 利用している教育・保育事業〕

〔図 利用している教育・保育事業/年齢区分別〕

7.7

58.5

2.8

0.5

1.9

1.6

0.0

0.6

1.3

0.2

34.8

0 20 40 60

幼稚園

幼稚園の預かり保育

保育園

事業所内保育施設

家庭的保育

その他の認可外の保育施設

こども園

居宅訪問型保育

ファミリ-・サポ-ト・センタ-

その他

無回答

（％）

回答数 幼稚園
幼稚園の預

かり保育
保育園

事業所内保

育施設
家庭的保育

その他の認

可外の保育

施設

全体 2,831 34.8 7.7 58.5 2.8 0.5 1.9

０歳 194 - - 77.6 13.8 1.0 4.0

１・２歳 664 10.6 2.2 76.3 5.9 1.4 4.4

３～５歳 1,936 46.8 10.4 50.4 0.6 0.2 0.9

回答数 こども園
居宅訪問型

保育

ファミリ-・サ

ポ-ト・センタ-
その他 無回答

全体 2,831 1.6 - 0.6 1.3 0.2

０歳 194 0.5 - 3.1 1.0 1.0

１・２歳 664 1.3 - 0.8 1.8 0.6

３～５歳 1,936 1.7 - 0.3 1.3 -

（％）
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（２）利用日数・時間

事業の１週当たりの現在の利用日数は「５日」が 76.4％で最も高く、次いで「６日」が 17.1％

であり、希望の利用日数は、現在と比べて「６日」の割合が 26.7％と高くなっている。

事業の現在の利用開始時間は、「９時台」が 44.8％で最も高く、次いで「８時台」が 42.2％

であり、希望開始時間は、現在と比べて「８時台」がやや高くなっている。

事業の現在の利用終了時間は、「14時台」が 25.3％で最も高く、次いで「17時台」が 21.4％

であり、希望終了時間は、現在と比べて「14時台」が低くなり、「16時台」、「19時台」が高く

なっている。

幼稚園、保育園別に利用終了時間をみると、幼稚園では「14 時台」が 69.9％で最も高くな

っているが、希望終了時間は、現在よりも「14時台」が 15.4％と低くなり、「16時台」が 30.7％、

「15時台」が 26.1％など、15時以降の割合が高くなっている。

保育園では、現在の利用終了時間は、「18時台」が 32.3％で最も高くなっているが、希望終

了時間は、現在よりも「16時台」が低くなり、「19時台」が 12.8％と高くなっている。

〔図 1週当たりの利用日数〕

〔図 利用開始時間〕

〔図 利用終了時間〕

76.4

67.3

17.1

26.7 1.0

2.3

0.8

0.7

1.0

1.2

1.5

1.6

1.4

0.1

0.4

0.5
現在

希望

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 無回答

10.5 42.2 44.8

0.4

0.1

12.9 44.4 40.3

1.9

1.7
0.3

0.5
現在

希望

7時以前 7時台 8時台 9時台 10時以降 無回答

21.4 21.0

22.6 9.0 1.6
1.4

2.7 25.3

5.8

6.2

11.5

20.1

24.3 23.5

2.8
0.1

0.3

0.5

現在

希望

～13時台 14時台 15時台 16時台 17時台 18時台

19時台 20時以降 無回答

（％）

（％）

（％）
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〔図 利用終了時間〕

（幼稚園・保育園）

（３）利用区域

利用区域は、「山陰」、「本庁」、「山陽」の順に高くなっている。

〔図 利用している事業の実施区域〕

3.5

3.2

27.5

21.7

3.5

31.4

28.5

32.3

30.6

4.0

12.8

0.6

0.9

0.5

5.7

3.0

0.1

15.4

69.9

26.1

10.7

30.7

9.0

14.6 8.5

2.6

0.8

0.2

0.1

（幼稚園）現状

希望

(保育園)現状

希望

～13時台 14時台 15時台 16時台 17時台 18時台

19時台 20時以降 無回答

（％）

（％）

1.3

0.4

2.0
5.1

1.72.7

30.7 9.4

24.4

22.3

本庁地域

彦島地域

山陽地域

山陰地域

菊川地域

豊田地域

豊浦地域

豊北地域

市外

無回答
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（４）施設へ通う手段

現在の施設へ通う手段は、「自家用車」が 85.5％で最も高く、次いで「徒歩」が 39.0％、「施

設の送迎バス・車」が 16.2％となっている。

〔図 施設へ通う手段〕

（５）事業の利用理由

教育・保育事業の利用理由は、「子育てをしている方が現在就労している」が 63.8％で最も

高く、次いで「子どもの教育や発達のため」が 57.2％となっている。

〔図 事業の利用理由〕

16.0

85.5

6.3

16.2

8.6

0.6

0.3

0.0

39.0

0 20 40 60 80 100

徒歩

自転車

自家用車

親戚・知人の車

施設の送迎バス・車

バス（公共）

電車（ＪＲ）

その他

無回答

（％）

63.8

3.2

1.3

1.6

0.6

1.4

0.3

57.2

0 20 40 60 80 100

子どもの教育や発達のため

子育てをしている方が現在就労している

子育てをしている方が就労予定がある／求職中である

子育てをしている方が家族・親族などを介護している

子育てをしている方が病気や障害がある

子育てをしている方が学生である

その他

無回答

（％）
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（６）事業を利用していない理由

現在、教育・保育事業を利用していない理由は、「子どもがまだ小さいため」が 61.3％で最

も高く、次いで「利用する必要がない」が 45.2％となっている。

また、「利用したいが、経済的な理由で幼稚園や保育園などを利用できない」、「利用したい

が、幼稚園や保育園などに空きがない」との、利用したい意向があるが利用できていない回答

もあがっている。

〔図 事業を利用していない理由〕

45.2

8.3

5.7

5.7

3.5

1.8

0.0

1.4

3.8

61.3

0 20 40 60 80

子どもがまだ小さいため

利用する必要がない

利用したいが、経済的な理由で幼稚園や保育園などを

利用できない

子どもの祖父母や親戚の人がみている

利用したいが、幼稚園や保育園などに空きがない

利用したいが、納得できる施設や事業がない

利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない

近所の人や父母の友人・知人がみている

その他

無回答

（％）
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４ 教育・保育事業の利用希望

（１）教育・保育事業の利用希望

平日、定期的に利用したい施設や事業は、「保育園」（51.6％）、「幼稚園」（43.6％）、「幼稚

園の預かり保育」（23.0％）、「こども園」（17.1％）の順で高くなっている。

〔図 利用を希望する事業〕

〔図 利用を希望する事業/年齢区分別〕

23.0

51.6

5.7

2.8

2.3

17.1

2.3

5.7

0.1

0.4

7.6

0.4

43.6

0 20 40 60

幼稚園

幼稚園の預かり保育

保育園

事業所内保育施設

家庭的保育

その他の認可外の保育施設

こども園

居宅訪問型保育

ファミリ－・サポ－ト・センタ－

どの施設かわからないが、利用したい

その他

利用する必要はない

無回答

（％）

回答数 幼稚園
幼稚園の預

かり保育
保育園

事業所内保

育施設
家庭的保育

その他の認
可外の保育
施設

こども園

０歳 1,059 34.0 14.3 55.5 8.9 3.4 2.5 19.2

１・２歳 1,550 41.3 18.9 52.8 5.5 4.3 3.4 18.2

３～５歳 2,090 50.3 30.4 48.3 4.4 1.5 1.4 15.1

回答数
居宅訪問型
保育

ファミリ－・サ
ポ－ト・センタ

－

どの施設か

わからない
が、利用した
い

その他
利用する必
要はない

無回答

０歳 1,059 3.1 6.2 0.4 0.1 14.7 0.8

１・２歳 1,550 2.3 6.1 - 0.4 8.2 0.3

３～５歳 2,090 1.9 5.4 - 0.6 3.8 0.3

（％）
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（２）利用を希望する事業の実施地域

利用希望地域は、「山陰」、「本庁」、「山陽」の順に高くなっている。

〔図 利用を希望する事業の実施地域〕

（％）

21.7

22.9

8.6
30.7

2.3 1.6

5.4
2.0

0.3

4.5
本庁地域

彦島地域

山陽地域

山陰地域

菊川地域

豊田地域

豊浦地域

豊北地域

市外

無回答
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（３）事業を選択する際に重視すること

事業を選択する際に重視する点について、「居住地に近い場所」が 66.2％で最も高く、次い

で「先生や職員の対応」（39.6％）、「教育・保育の方針・内容」（32.4％）となっている。

事業別にみると、「教育・保育の方針・内容」は幼稚園、認可外保育施設で、「勤務先の近く・

通勤に便利な場所」は保育園、認可外保育施設で他の事業よりも高くなっている。

〔図 事業を選択する際に重視すること〕

〔図 事業を選択する際に重視すること/事業別〕

39.6

32.4

17.8

17.5

12.6

9.6

1.3

1.2

66.2

0 20 40 60 80

居住地に近い場所

先生や職員の対応

教育・保育の方針・内容

勤務先の近く・通勤に便利な場所

延長保育や休日保育など保育機能

子どもが気に入る園

利用料金の安さ

その他

無回答

（％）

回答数
居住地に近

い場所

先生や職員

の対応

教育・保育の

方針・内容

勤務先の近

く・通勤に便
利な場所

延長保育や

休日保育な
ど保育機能

子どもが気

に入る園

利用料金の

安さ

幼稚園 2,076 64.9 40.3 42.2 7.5 14.0 16.7 12.5

保育園 2,455 68.5 40.0 23.6 26.0 20.7 8.8 8.2

こども園 814 67.3 42.3 29.3 18.8 20.8 11.0 12.8

認可外保育施設 109 50.7 43.4 44.1 23.5 18.8 16.9 17.2

（％）
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（４）利用を希望する年齢

利用を希望する子どもの年齢について、「すでに利用している」を除くと、「３歳から」が

26.8％で最も高く、次いで「１歳から」が 8.6％、「４歳から」が 9.0％となっている。

年齢区分別にみると、０歳では、「０歳から」が 2.6％、「１歳から」が 23.7％、「２歳から」

が 12.2％となっている。

〔図 利用を希望する子どもの年齢/年齢区分別〕

（５）施設へ通う可能な手段

現在の施設へ通う可能な手段は、「自家用車」が 83.2％で最も高く、次いで「徒歩」が 42.0％、

「施設の送迎バス・車」が 22.8％となっている。

そのうち、「徒歩」のみを回答した世帯は 6.4％となっている。

〔図 施設へ通う可能な手段〕

7.5 6.6

26.8

37.2

23.9

13.6

6.6

1.2

1.1

17.0

45.4

66.9

33.4

2.0

2.6

8.6

23.7

5.9

12.2 35.4

9.0

7.1

1.1

1.3

1.1

1.6

0.8

0.5

全体

０歳

１・２歳

３～５歳

すでに利用している ０歳から １歳から ２歳から

３歳から ４歳から ５歳から 無回答

42.0

22.8

15.2

6.9

4.7

1.2

0.1

6.4

1.1

83.2

0 20 40 60 80 100

自家用車

徒歩

施設の送迎バス・車

自転車

バス（公共）

親戚・知人の車

電車（ＪＲ）

その他

徒歩のみ（再掲）

無回答

（％）

（％）
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17.3 26.2 2.354.2

77.7 2.9 15.4 4.1

土曜日

日曜・祝日

利用する必要はない

ほぼ毎週利用したい

月に１～２回は利用したい

無回答

（６）土曜日、日曜日、祝日の事業の利用希望

土曜日の事業の利用希望は、「ほぼ毎週利用したい」は 17.3％、「月に１～２回は利用したい」

は 26.2％となっている。

利用希望時間について、開始時間は「８時台」（42.6％）が最も高く、次いで「９時台」（36.8％）、

終了時間は「17時台」（26.2％）が最も高く、次いで「18時台」（24.0％）となっている。

日・祝日の事業の利用希望は、「ほぼ毎週利用したい」は 2.9％、「月に１～２回は利用した

い」は 15.4％となっている。

利用希望時間について、開始時間は「８時台」（40.8％）が最も高く、次いで「９時台」（31.9％）、

終了時間は「18時台」（31.1％）が最も高く、次いで「17時台」（28.3％）となっている。

〔図 土曜日、日・祝日の事業の利用希望〕

〔図 土曜日、日・祝日の希望開始時間〕

〔図 土曜日、日・祝日の希望終了時間〕

42.6 36.8 3.814.7

18.9 40.8 31.9 5.7 2.7

2.1土曜日

日曜日

～7時台 8時台 9時台 10時以降 無回答

26.2 24.0

31.1 8.6 1.5

7.7

2.9

3.4

6.2

7.2

10.8

14.3

17.1

28.3

5.0
0.8

2.2

2.7

土曜日

日曜日

～13時台 14時台 15時台 16時台 17時台 18時台

19時台 20時以降 無回答

（％）

（％）

（％）



- 21 -

（７）長期休暇中の事業の利用希望

長期休暇中の事業の利用希望は、「休みの期間中、ほぼ毎日利用したい」は 17.4％、「休みの

期間中、週に数日利用したい」は 48.0％となっている。

利用希望時間について、開始時間は「９時台」（63.2％）が最も高く、次いで「８時台」（31.2％）、

終了時間は「16時台」（28.3％）が最も高く、次いで「15時台」（21.0％）、となっている。

〔図 長期休暇中の事業の利用希望〕

（幼稚園を利用している子どものみ）

〔図 長期休暇中の希望開始時間〕

〔図 長期休暇中の希望終了時間〕

（％）

32.9

1.7

48.0

17.4

利用する必要はない

休みの期間中、ほぼ毎日利用したい

休みの期間中、週に数日利用したい

無回答

31.2 63.2 3.61.5 0.6

～7時台 8時台 9時台 10時台 無回答

15.4 8.56.1 18.9 21.0 28.3
1.2

0.6

～13時台 14時台 15時台 16時台 17時台

18時台 19時台 無回答

（％）

（％）
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（％）

3.3

82.2

14.6

あった

なかった

無回答

５ 不定期の保育事業の利用希望

（１）子どもが病気の際の保育

病気やケガで教育・保育事業を利用できなかったことが、「あった」割合は 82.2％となって

いる。

その際の対応は、「母親が仕事を休んだ」が 61.4％で最も高く、次いで「（同居者を含む）親

族・知人に預けた」（38.6％）、「就労していない保護者がみた」（26.8％）となっている。

母親や父親が仕事を休んで子どもを看た経験がある世帯の、病児・病後児保育施設等の利用

希望は、「できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」との回答は 38.0％となっている。

〔図 子どもが病気で教育・保育事業を休んだ経験の有無〕

（定期的に教育・保育事業を利用している世帯）

〔図 子どもが病気で教育・保育事業を休んだ際の対応〕

61.4

38.6

26.8

9.0

0.1

0.0

0.9

1.3

1.0

15.2

0 20 40 60 80

父親が仕事を休んだ

母親が仕事を休んだ

（同居者を含む）親族・知人に預けた

就労していない保護者がみた

病児・病後児の保育施設を利用した

ベビ－シッタ－を頼んだ

ファミリ－・サポ－ト・センタ－に

お願いした

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

（％）
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〔図 子どもが病気の際の病児・病後児保育施設等の利用希望〕

(子どもが病気の際に母親・父親が仕事を休んだ経験がある世帯)

（２）不定期の保育サービス

不定期の保育サービスについて、利用した割合は、「利用していない」、「無回答」を除くと

16.6％であり、利用した事業は「幼稚園の預かり保育」が 7.0％、「一時預かり」が 6.9％とな

っている。

不定期の保育サービスを今後、「利用したい」割合は 38.7％であり、その理由は「冠婚葬祭、

学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通院等」が 59.8％、「私用」が 54.5％で高くなっ

ている。

〔図 不定期に利用した保育サービス〕

（％）

59.6

2.4

38.0

できれば病児・病後児保育施設等を利用したい

利用したいと思わない

無回答

7.0

0.9

0.1

0.1

1.6

80.4

4.1

6.9

0 20 40 60 80 100

一時預かり

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート・センター

夜間養護事業：トワイライトステイ

ベビ－シッタ－

その他

利用していない

無回答

（％）
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（％）

78.9

16.3

4.8

あった

なかった

無回答

〔図 不定期の保育サービスの利用意向〕

〔図 利用する理由〕

（３）宿泊を伴う保育サービス

保護者の用事により子どもを泊りがけで預けた経験が「あった」割合は 16.3％であり、その

際の対応は「（同居者を含む）親族・知人にみてもらった」が 90.1％であり、事業を利用した

割合はわずかである。

また、親族や知人にみてもらったが、「非常に困難」である割合は 7.7％となっている。

〔図 泊りがけで子どもを預けた経験の有無〕

（％）

38.7

3.6

57.7

利用したい

利用する必要はない

無回答

59.8

26.5

1.5

2.0

54.5

0 20 40 60 80

私用

冠婚葬祭、学校行事、子ども

（兄弟姉妹を含む）や親の通院等

不定期の就労

その他

無回答

（％）
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〔図 泊りがけで子どもを預けた際の対応〕

〔図 泊りがけで子どもを預けた際の困難度〕

（親族・知人にみてもらった経験がある世帯）

0.3

0.7

11.7

0.5

0.5

0.9

90.1

0 20 40 60 80 100

（同居者を含む）親族・知人にみてもらった

短期入所生活援助事業を利用した

短期入所生活援助事業以外の保育事業を利用した

仕方なく子どもを同行させた

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

（％）

（％）

33.3

57.5

1.5 7.7 非常に困難
どちらかというと困難
特に困難ではない
無回答
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６ 小学校就学後の放課後の過ごし方

小学校就学後の放課後の過ごさせたい場所過ごし方として、「放課後児童クラブ」と回答した

割合は、低学年の時期で 42.3％、高学年の時期で 22.4％となっている。

利用希望日数は１週当たり「５日」、利用希望終了時間は「17 時台」「18 時」の割合が高くな

っている。

〔図 子どもの小学校就学後の放課後の過ごさせたい場所過ごし方〕

（５歳児）

〔図 放課後児童クラブの１週当たりの利用希望日数〕

〔図 放課後児童クラブの希望終了時間〕

16.4

32.8

2.5

12.6

42.3

0.0

10.3

8.0

48.8

2.3

12.7

22.4

0.0

12.5

51.0

66.8

19.4

7.4

0 20 40 60 80

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカ－

クラブ、学習塾など）

児童館

放課後子ども教室

放課後児童クラブ［学童保育］

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館、公園など）

無回答

（％）

低学年

高学年

（％）

（％）

19.8 70.8 3.95.5

11.2 23.3 60.1 5.4

低学年

高学年

１・２日／週 ３・４日／週 ５日／週 無回答

40.1 34.2 10.5 5.5

4.46.5

9.6

36.1 39.6 13.5

低学年

高学年

～16時台 17時台 18時台 19時以降 無回答
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７ 地域の子育て支援サービスの利用状況

（１）地域の子育て支援サービス拠点事業の利用状況

地域の子育て支援サービス拠点事業の利用状況について、「地域子育て支援拠点事業を利用

している」は 13.7％、「その他、児童館、町民館、幼稚園などで実施している活動や事業を利

用している」は 16.7％であり、「事業を知らない」が 19.8％となっている。

平日の教育・保育事業の利用状況別にみると、事業を利用していない世帯では「地域子育て

支援拠点事業を利用している」は 26.0％、「その他、児童館、町民館、幼稚園などで実施して

いる活動や事業を利用している」は 30.4％となっている。

地域子育て支援拠点事業の利用希望について、「利用していないが、今後利用したい」は

26.7％、「すでに利用しているが、利用回数を増やしたい」は 9.6％となっている。

〔図 地域の子育て支援サービス拠点事業の利用状況〕

〔図 地域子育て支援拠点事業の利用希望/定期的な事業の利用状況別〕

16.7

53.3

19.8

3.8

5.2

7.4

61.8

23.8

4.3

26.0

30.4

41.0

14.2

2.8

13.7

0 20 40 60 80

地域子育て支援拠点事業を利用している

その他、児童館、町民館、幼稚園などで実施し

ている活動や事業を利用している

知っているが、利用していない

事業を知らない

無回答

（％）

全体

教育・保育事業を利用している

教育・保育事業を利用していない

26.7

34.9

9.6

18.7

53.1

7.9

21.2 3.5

38.6

63.0 12.3

10.6全体

利用している

利用していない

利用していないが、今後利用したい

すでに利用しているが、利用回数を増やしたい

新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない

無回答

（％）
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（２）地域の子育て支援サービスの認知度・利用度

「知っているし、利用したことがある」割合が高い事業やサービスは、「子育て情報誌ちゃ

いるど」（66.9％）が最も高く、次いで「保健師などの家庭訪問」（60.7％）、「児童館」（56.3％）、

「母親学級」（44.5％）となっている。

一方、「知らない」割合が高い事業やサービスは、「トワイライトステイ事業」（63.5％）、「シ

ョートステイ事業」（50.9％）、「一時保育サービス」（39.5％）となっている。

〔図 子育て支援サービスセンター等の認知度・利用度〕

56.3

8.0

0.4

0.3

7.5

27.1

50.4

68.5

59.2

36.4

25.2

50.2

72.0

47.1

34.6

51.4

11.0

4.0

12.9

14.7

6.0

6.6

21.4

18.6

50.9

63.5

39.5

1.2

1.6

1.4

1.3

1.4

1.4

1.6

1.6

1.5

23.5

44.5

60.7

66.9

27.0

24.7

32.9 52.6

6.5

1.3

1.2

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保健師などの家庭訪問

母親学級

両親学級

育児学級

妊産婦相談・育児相談・

電話相談

児童館

子育て情報誌ちゃいるど

保育園の地域ふれあい行事

（園開放）

乳幼児健康支援一時預かり

（病児保育）

ショ－トステイ事業

トワイライトステイ事業

一時保育サ－ビス

知っているし、利用したことがある

知っているが、利用したことはない

知らない

無回答

（％）
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前回調査と比較して「知っているし、利用したことがある」割合は、全ての事業やサービス

で上昇しているが、５ポイント以上の上昇は、「保健師などの家庭訪問」が 22.9 ポイント、「母

親学級」が 6.0 ポイント、「両親学級」が 6.7 ポイント、「育児学級」が 5.7 ポイント、「児童

館」6.7 ポイント、「子育て情報誌ちゃいるど」が 13.3 ポイントとなっている。

また、「知っているが、利用したことがない」を合わせた知っている割合が上昇した事業や

サービスは、利用度が大きく上昇した項目以外では、「乳幼児健康支援一時預かり（病児保育）」

が 7.0 ポイントの上昇となっている。

〔図 子育て支援サービスセンター等の認知度・利用度/前回調査との比較〕

（％）

【保健師などの家庭訪問】

【母親学級】

【両親学級】

【育児学級】

【妊産婦相談・育児相談・電話相談】

【児童館】

16.8

24.7

21.8

56.3

49.6

27.1

44.1

50.4

68.5

74.0

52.6

59.9

59.2

63.9

36.4

40.9

11.0

16.0

4.1

6.5

7.5

12.9

11.1

14.7

12.4

6.0

7.7

1.2

1.5

1.6

1.8

1.4

1.9

1.8

38.5

23.5

27.2

32.9

60.7

37.8

44.5

56.3

4.0

1.3

1.7

1.2

2.1

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度

平成20年度

平成25年度

平成20年度

平成25年度

平成20年度

平成25年度

平成20年度

平成25年度

平成20年度

平成25年度

平成20年度

知っているし、利用したことがある

知っているが、利用したことはない

知らない

無回答
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〔図 子育て支援サービスセンター等の認知度・利用度/前回調査との比較〕

【子育て情報誌ちゃいるど】

【保育園の地域ふれあい行事】

【乳幼児健康支援一時預かり】

【ショートステイ事業】

【トワイライトステイ事業】

【一時保育サービス】

5.4

0.3

0.2

7.5

5.8

25.2

31.5

50.2

72.0

67.6

47.1

45.1

34.6

33.4

51.4

52.3

6.6

13.1

23.6

18.6

25.4

50.9

53.0

63.5

64.7

39.5

40.4

1.3

1.7

1.4

1.6

0.6

1.6

1.6

1.5

1.5

27.0

53.6

66.9

0.4

0.3

8.0

25.7 48.9

21.4

1.7

1.8

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度

平成20年度

平成25年度

平成20年度

平成25年度

平成20年度

平成25年度

平成20年度

平成25年度

平成20年度

平成25年度

平成20年度

知っているし、利用したことがある

知っているが、利用したことはない

知らない

無回答

（％）
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８ 子育て全般

（１）理想の子どもの人数

理想の子どもの人数と現実の子どもの人数について、理想では「３人」が 59.7％で最も高く、

「４人以上」も 11.0％となっているが、現実では「２人」が 58.9％で最も高く、「３人」は 22.7％

となっている。

現実の子どもの人数が理想の人数よりも少ない割合は全体の 59.5％であり、その理由は、「経

済的に厳しいから」が 80.7％で最も高く、次いで「仕事と子育ての両立が難しいから」（36.3％）、

「体力・健康の面で難しいから」（34.9％）となっている。

〔図 理想と現実の子どもの人数〕

〔図 理想と現実の子どもの人数の状況〕

〔図 現実の子どもの人数が理想の人数よりも少ない理由〕

36.3

34.9

11.9

5.3

1.8

1.0

6.1

1.8

80.7

0 20 40 60 80 100

経済的に厳しいから

仕事と子育ての両立が難しいから

体力・健康の面で難しいから

子どもの教育・環境が不安であるから

自分のやりたいことが十分にできないから

家族の看護や介護があるから

子育てが楽しいと思えないから

その他

無回答

（％）

（％）

37.1

59.5

3.0

0.3 現実の子どもの人数が少ない

理想と現実の子どもの人数が同じ

理想の子どもの人数が少ない

無回答

26.8 59.7 11.0 0.9

14.4

1.6

58.9 22.7 3.2
0.9

理想

現実

1人 2人 3人 4人以上 無回答

（％）
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（２）子育て支援への評価

下関市は子育てがしやすいまちだと『思う』（「思う」+「どちらかというと思う」）割合は 62.6％

であり、『思わない』割合を上回っている。

地域別にみると、豊田地域で、「思う」の割合は他の地域より低くなっているが、「どちらか

というと思う」の割合を合わせた『思う』割合は最も高くなっている。一方、豊北地域で『思

う』割合が最も低く、『思わない』割合が最も高くなっている。

〔図 下関市は子育てがしやすいまちだと思うか〕

〔図 下関市は子育てがしやすいまちだと思うか/地域別〕

（％）

8.5

26.1

2.8

11.4

51.2

思う
どちらかというと思う
どちらかというと思わない
思わない
無回答

『思う』

『思わない』

（％）

4.9

52.8

52.8

49.7

53.0

68.9

53.8

45.3

25.9

24.5

26.1

21.0

13.1

27.8

34.9

8.2

7.9

9.1

9.0

4.9

6.5

11.6

12.2

11.1

9.7

11.2

8.1

15.0

12.5 49.9

27.1 8.0

0.6

3.0

3.7

2.4

3.4

8.2

2.0

本庁地域

彦島地域

山陽地域

山陰地域

菊川地域

豊田地域

豊浦地域

豊北地域

思う

どちらかというと思う

どちらかというと思わない

思わない

無回答

『思う』 『思わない』
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（３）市へ充実を望む子育て支援

市へ特に充実を期待する子育て支援について、「幼稚園や保育園にかかる費用負担を軽減し

てほしい」が 62.1％で最も高く、次いで「教育費など、子育てにかかる経済的負担を軽減して

ほしい」（51.6％）、「親子が安心して遊べる身近な場を増やしてほしい」（40.4％）となってお

り、経済的負担の軽減が上位２項目となっている。

市への子育ての評価別にみると、「子育てがしやすいと思わない」層が「子育てがしやすい

と思う」層よりも「親子が安心して遊べる身近な場を増やしてほしい」が 7.9 ポイント、「幼

稚園、保育園などの施設・事業を充実してほしい」が 6.1 ポイント高くなっている。

〔図 市へ充実を望む子育て支援〕

51.6

40.4

21.7

21.2

18.7

18.0

16.0

15.8

11.9

10.0

8.2

5.7

5.7

5.5

4.9

1.3

2.5

62.1

0 10 20 30 40 50 60 70

幼稚園や保育園にかかる費用負担を軽減してほしい

教育費など、子育てにかかる経済的負担を

軽減してほしい

親子が安心して遊べる身近な場を増やしてほしい

子ども連れでも活動しやすいまちづくりを進めてほしい

安心して子どもが医療機関にかかれる体制を

整備してほしい

企業に対して職場環境の改善を働きかけてほしい

子育て支援サ－ビスのわかりやすい情報提供などを

進めてほしい

乳幼児健診や予防接種など、母子保健対策を

充実してほしい

幼稚園、保育園などの施設・事業を充実してほしい

幼稚園と保育園の機能を併せ持つ施設を整備してほしい

非行防止など、子どもが健全に育つための対策を

充実してほしい

子育てに困ったときに気軽に相談できる場を

つくってほしい

子育てについて学べる機会を充実してほしい

家事・育児の男女共同参画の意識づくりを進めてほしい

多子世帯の優先入居など、住宅面の配慮がほしい

障害のある子どもの保育、教育を充実してほしい

その他

無回答

（％）
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〔図 市へ充実を望む子育て支援/市への子育て評価別〕

52.7

38.0

20.9

19.5

18.2

17.7

15.7

14.0

11.3

10.2

8.5

5.9

5.3

4.9

4.2

0.9

1.8

61.6

50.5

45.9

23.9

24.9

20.0

19.1

16.7

20.1

13.4

9.6

8.0

5.5

6.3

6.7

6.2

1.9

1.5

63.1

0 10 20 30 40 50 60 70

幼稚園や保育園にかかる費用負担を軽減してほしい

教育費など、子育てにかかる経済的負担を

軽減してほしい

親子が安心して遊べる身近な場を増やしてほしい

子ども連れでも活動しやすいまちづくりを進めてほしい

安心して子どもが医療機関にかかれる体制を

整備してほしい

企業に対して職場環境の改善を働きかけてほしい

子育て支援サ－ビスのわかりやすい情報提供などを

進めてほしい

乳幼児健診や予防接種など、母子保健対策を
充実してほしい

幼稚園、保育園などの施設・事業を充実してほしい

幼稚園と保育園の機能を併せ持つ施設を整備してほしい

非行防止など、子どもが健全に育つための対策を

充実してほしい

子育てに困ったときに気軽に相談できる場を

つくってほしい

子育てについて学べる機会を充実してほしい

家事・育児の男女共同参画の意識づくりを進めてほしい

多子世帯の優先入居など、住宅面の配慮がほしい

障害のある子どもの保育、教育を充実してほしい

その他

無回答

（％）

下関市は子育てがしやすいと思う

下関市は子育てがしやすいと思わない
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（４）妊娠中・出産時の支援体制

妊娠中・出産時の支援体制について、『満足』（「満足した」+「どちらかというと満足した」）

の割合は 79.2％であり、前回調査と比較すると 3.7 ポイント上昇しているが、「満足した」の

割合は 5.8 ポイント低下している。

不満であると感じた理由は、「病院・産院のスタッフの対応がよくなかった」が 29.2％で最

も高いが、「出産・育児に関する情報を十分に得られなかった」、「配偶者や家族の協力が十分

でなかった」、「職場の理解や対応が十分でなかった」、「出産・育児に関する相談が十分できな

かった」が２割台で続いている。

〔図 妊娠中・出産時の支援体制への評価/前回調査との比較〕

〔図 不満であると感じた点〕（『不満』であった世帯）

26.8

25.4

22.4

21.4

15.7

15.6

11.8

2.6

29.2

0 10 20 30 40

病院・産院のスタッフの対応がよくなかった

出産・育児に関する情報を十分に得られなかった

配偶者や家族の協力が十分でなかった

職場の理解や対応が十分でなかった

出産・育児に関する相談が十分できなかった

病院・産院の施設が不足していた

たばこの煙を吸わせないようにする、周囲の配慮が

十分でなかった

その他

無回答

（％）

59.1 13.0 4.2 3.720.1

25.9 49.6 13.2 5.4 5.9

平成25年度

平成20年度

満足した

どちらかというと満足した

どちらかというと不満であった

不満であった

無回答

『満足』 『不満』

（％）
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（５）小児救急医療体制

小児救急医療体制について、『満足』（「満足している」+「どちらかというと満足している」）

の割合は 46.7％であり、前回調査と比較すると変化はみられない。

また、「小児救急医療体制について知らない」の割合は 22.8％であり、前回調査よりもやや

上昇している。

地域別にみると、『満足』の割合は、豊田地域、豊浦地域、豊北地域で低くなっている。

〔図 小児救急医療体制への評価/前回調査との比較〕

〔図 小児救急医療体制への評価/地域別〕

『満足』 『不満』

38.4 19.5 8.2 22.8 2.8

2.610.8

8.3

36.7 20.5 10.3 19.2

平成25年度

平成20年度

満足している

どちらかというと満足している
どちらかというと不満である
不満である
小児救急医療体制について知らない

無回答

（％）

（％）

7.7

9.0

7.0

4.9

7.1

3.5

37.3

38.6

40.2

42.0

34.4

33.1

26.7

17.1

19.8

18.4

21.0

26.2

26.6

26.7

9.3

7.5

6.8

10.0

16.4

8.9

17.4

25.5

22.9

23.1

15.0

14.8

20.7

24.4

1.3

3.7

3.5

2.6

5.0

3.3

3.6

1.2

9.7

7.4 38.0
20.8 8.8 21.3

本庁地域

彦島地域

山陽地域

山陰地域

菊川地域

豊田地域

豊浦地域

豊北地域

満足している
どちらかというと満足している
どちらかというと不満である

不満である
小児救急医療体制について知らない

無回答

『満足』 『不満』
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（６）子育てに関する情報の入手先

子育てに関する情報の入手先は、「地域の友人・知人、隣近所の人」が 62.2％で最も高く、

次いで「市の広報やパンフレット」（55.8％）、「親族（親・兄弟姉妹など）」（53.7％）、「幼稚

園・保育園・学校」（52.9％）となっている。

一方、「情報の入手方法がわからない」が 1.2％となっている。

〔図 子育てに関する情報の入手先〕

55.8

53.7

52.9

38.8

29.8

22.6

21.7

12.7

11.7

10.3

4.8

1.0

1.2

2.1

62.2

0 20 40 60 80

地域の友人・知人、隣近所の人

市の広報やパンフレット

親族（親・兄弟姉妹など）

幼稚園・保育園・学校

インタ－ネット

子育て雑誌・育児書

テレビ・ラジオ・新聞

病院などの医療機関

子育て支援センタ－

市役所・保健センタ－・

その他の市の機関

子育てサ－クル等の仲間

図書館

その他

情報の入手方法がわからない

無回答

（％）
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（７）子育ての楽しさや悩み

子育てをしていて「うれしい」、「たのしい」と感じることとして、「子どもの成長を感じら

れたとき」が 97.5％で最も高く、次いで「子どもといっしょに過ごすとき」（82.2％）、「配偶

者や家族と子どもの話をするとき」（68.9％）となっている。

〔図 子育てをしていて「うれしい」「たのしい」と感じること〕

子育てに『不安や負担を感じる』（「非常に不安や負担を感じる」+「どちらかというと不安

や負担を感じる」）割合は 44.5％となっており、前回調査と比較すると変化はみられない。

子育てをする仲間の有無別にみると、「子育て仲間がいない」層で『不安や負担を感じる』

割合は 58.2％であり、「子育て仲間がいる」層よりも 17.4 ポイント高くなっている。

子どもをみてくれる人の有無別にみると、「子どもをみてくれる人がいない」層で『不安や

負担を感じる』割合は 52.8％であり、「子育てみてくれる人がいる」層よりも 9.3 ポイント高

くなっている。

82.2

68.9

49.0

48.8

46.7

43.5

34.8

29.7

20.5

0.6

0.1

0.9

97.5

0 20 40 60 80 100

子どもの成長を感じられたとき

子どもといっしょに過ごすとき

配偶者や家族と子どもの話をするとき

配偶者やパ－トナ－の協力が得られたとき

祖父母などの家族の協力が得られたとき

子ども連れで困ったときに周りの人に助けてもらったとき

保護者同士で交流をするとき

子どもと一緒に地域等の行事に参加するとき

経済的な支援を受けたとき

子育ての悩みの相談に応えてもらったとき

その他

特にない

無回答

（％）
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〔図 子育てに関する不安・負担感の有無/前回調査との比較〕

〔図 子育てに関する不安・負担感の有無/子育て仲間の有無〕

〔図 子育てに関する不安・負担感の有無/子どもをみてくれる人の有無〕

35.7 52.1 5.1

13.5

5.1

44.7 36.6 3.1 2.2

2.1子育て仲間がいる

子育て仲間がいない

非常に不安や負担を感じる

どちらかというと不安や負担を感じる

あまり不安や負担などは感じない

不安や負担はまったく感じない

無回答

『不安や負担を感じる』 『不安や負担を感じない』

37.6 48.6 4.76.9

5.8 37.0 50.2 4.6

2.3

2.4

平成25年度

平成20年度

非常に不安や負担を感じる

どちらかというと不安や負担を感じる

あまり不安や負担などは感じない

不安や負担はまったく感じない

無回答

『不安や負担を感じる』 『不安や負担を感じない』

37.3 49.7 4.86.2

13.0 39.8 40.7 3.9

2.1

2.6

子どもをみてくれる
人がいる

子どもをみてくれる

人がいない

非常に不安や負担を感じる

どちらかというと不安や負担を感じる

あまり不安や負担などは感じない

不安や負担はまったく感じない

無回答

『不安や負担を感じる』 『不安や負担を感じない』

（％）

（％）

（％）
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子育てに関する悩みや気になることとして、98.4％の人がいずれかの項目をあげており、「子

どもの性格や癖のこと」が 43.6％で最も高く、次いで「子どもを叱り過ぎてしまうこと」

（36.4％）、「子どもの健康や発育・発達に関すること」（35.0％）となっている。

子育てに関する負担感の有無別による差が大きい順にみると、「子育てによる精神的疲れが

大きいこと」が 31.6 ポイント、「自分の時間がもてないこと」が 24.1 ポイント、「子育てによ

る身体的疲れが大きいこと」が 23.6 ポイント、「不安・負担感がある」層が「不安・負担感が

ない層」よりも高くなっている。

〔図 子育てに関する悩み〕

36.4

35.0

33.9

31.9

31.0

27.4

23.6

21.6

18.0

17.4

15.9

14.6

13.6

8.6

8.5

7.8

3.8

2.7

8.4

2.5

43.6

0 10 20 30 40 50

子どもの性格や癖のこと

子どもを叱りすぎてしまうこと

子どもの健康や発育・発達に関すること

子どもの食事や栄養に関すること

子どもの教育のこと

自分の時間がもてないこと

子どもの友だち付き合いのこと（いじめ等を含む）

育児やしつけの方法がわからないこと

仕事と子育ての両立が難しいこと

子育てによる精神的疲れが大きいこと

子育てによる身体的疲れが大きいこと

子どもと過ごす時間が十分とれないこと

子育てに自信がもてないこと

子育てに関して配偶者の協力が少ないこと

地域の子育て支援サ－ビスの内容等が

よくわからないこと

子育てに追われ社会から孤立するように感じること

子育てに関して配偶者・家族と意見が合わないこと

登園拒否などの問題

その他

特にない

無回答

（％）
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〔図 子育てに関する悩み/不安・負担感の有無別〕

（８）子育てに関する相談

子育てをする上で気軽に相談できる人や場所について、「いる・ある」との割合は 94.9％と

なっており、「いない・ない」割合は 3.4％である。

相談する人や場所として、「親や兄弟姉妹などの親族」（83.1％）や「配偶者・パートナー」

（81.2％）が並んで上位、次いで「地域の友人・知人、隣近所の人」（58.7％）、「保育園・幼

稚園・学校の保護者の仲間」（33.9％）であり、身近な親族や友人が高くなっている。

一方、親族や友人、知人以外では、「幼稚園・保育園・学校の先生」、「医師・看護師」、「子

育て支援センターの先生」が高くなっている。

〔図 相談相手・場所の有無〕

（％）

3.4

94.9

1.7

いる・ある

いない・ない

無回答

44.7

30.5

49.4

26.3

34.9

54.7

42.0

44.6

4.0

20.6

6.9

26.8

5.4

15.1

35.9

24.5

27.9

35.6

0 10 20 30 40 50 60

子育てによる精神的疲れが大きいこと

自分の時間がもてないこと

子育てによる身体的疲れが大きいこと

子どもを叱りすぎてしまうこと

子育てに自信がもてないこと

育児やしつけの方法がわからないこと

子どもの性格や癖のこと

子どもの教育のこと

子どもの健康や発育・発達に関すること

（％）

子育てに関する不安・負担がある

子育てに関する不安・負担がない
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〔図 相談相手〕

81.2

58.7

33.9

28.7

18.1

10.3

7.5

5.0

3.4

3.2

0.6

0.4

0.3

0.2

0.8

0.0

83.1

0 20 40 60 80 100

親や兄弟姉妹などの親族

配偶者・パートナー

地域の友人・知人、隣近所の人

保育園・幼稚園・学校の保護者の仲間

幼稚園・保育園・学校の先生

職場の人

医師・看護師

子育て支援センターの先生

子育てサークルの仲間

インターネットの相談サイト

保健所・保健センターの保健師・助産師

市や県など公的相談機関（電話相談も含む）

保健推進員

民生委員・児童委員

民間の相談機関（電話相談を含む）

その他

無回答

（％）
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（９）子育ての環境

居住年数は、３年以上が６割を超えるが、「１年未満」が 12.0％、「１年～２年未満」が 13.4％

となっている。

近所付き合いの状況について、付き合いが比較的深い、「何か困ったときに助け合う人がい

る」は 16.0％、「お互いに訪問し合う程度の人がいる」は 10.9％であり、どちらも前回調査と

比較するとやや低下している。

〔図 居住年数〕

〔図 近所付き合いの状況/前回調査との比較〕

（％）

1.2

15.6

13.4

12.0

21.2

12.4

24.3

1年未満

1年～2年未満

2年～3年未満

3年～5年未満

5年～10年未満

10年以上

無回答

10.9 32.1 31.0 1.3

2.119.5

16.0

12.9 29.5 28.3 7.7

8.8平成25年度

平成20年度

何か困ったときに助け合う人がいる

お互いに訪問し合う程度の人がいる

立ち話をする程度の人がいる

あいさつをする程度の人しかいない

ほとんど付き合いはない

無回答

（％）
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子どもを日常的にみてもらえる人がいる割合は 31.5％、緊急時にみてもらえる人がいる割合

は 65.3％であり、「いずれもいない」割合は 11.2％である。しかし、みてもらえる人がいる場

合でも、５割弱が預ける相手の身体的、精神的負担や子どもにとっての環境を心配している。

また、子どもを遊ばせたり、助け合ったりする子育て仲間がいる割合は 76.7％であり、前回

調査と比較すると変化はみられない。

〔図 子どもをみてもらえる人の有無〕

〔図 子どもをみてもらう際の状況〕

〔図 子育て仲間の有無/前回調査との比較〕

22.1 1.276.7

74.0 23.5 2.6

平成25年度

平成20年度

子育て仲間がいる 子育て仲間がいない 無回答

61.5

1.8

10.5

11.2

1.1

30.8

0 20 40 60 80

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時や用事の際には祖父母等の親族に

みてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる

緊急時や用事の際には子どもをみてもらえる

友人・知人がいる

いずれもいない

無回答

（％）

20.8

21.8

33.4

8.3

0.6

3.6

49.6

0 20 40 60 80

安心して子どもをみてもらえる

祖父母、友人等の身体的な負担が大きく、心配である

時間的制約や精神的な負担が大きく、心配である

自分たち親の立場として、負担をかけていることが
心苦しい

子どもの教育などにとってふさわしい環境であるか

少し不安がある

その他

無回答

（％）

（％）
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自分自身の子育てが地域の人々や社会全体に支えられていると『感じている』（「非常に感じ

ている」+「どちらかというと感じている」）割合は 47.5％となっており、前回調査と比較する

と変化はみられない。

地域別にみると、支えられていると『感じている』割合は菊川地域、豊田地域で高くなって

いる。

〔図 子育てが地域の人々や社会全体に支えられていると感じるか/前回調査との比較〕

〔図 子育てが地域の人々や社会全体に支えられていると感じるか/前回調査との比較〕

38.1 43.0 8.09.4

11.2 35.8 42.3 7.9

1.6

2.8

平成25年度

平成20年度

非常に感じている

どちらかというと感じている

あまり感じていない

まったく感じていない

無回答

『感じている』 『感じていない』

9.6

8.1

19.0

14.8

12.4

16.3

38.3

35.0

38.0

48.0

47.5

40.8

43.0

41.5

44.8

44.9

30.0

36.1

38.5

36.0

10.5

8.9

7.4

3

0

7.7

2.3

1.7

1.6

1.6

0.6

10.2

8.0

39.8
40.7 7.4

2.3

0.0

1.9

1.7本庁地域

彦島地域

山陽地域

山陰地域

菊川地域

豊田地域

豊浦地域

豊北地域

非常に感じている

どちらかというと感じている
あまり感じていない

まったく感じていない

無回答

『感じている』 『感じていない』

（％）

（％）
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地域の遊び場について感じることとして、「雨の日に遊べる場所がない」が 65.3％で最も高

く、次いで「遊具などの種類が充実していない」（46.3％）、「近くに遊び場がない」（38.7％）

となっている。

前回調査と比較すると、上位の「雨の日に遊べる場所がない」、「遊具などの種類が充実して

いない」を回答する割合は上昇している。

〔図 地域の遊び場について感じること〕

46.3

38.7

24.8

23.2

22.2

22.1

21.2

17.7

12.1

10.6

3.2

6.7

1.9

39.9

22.1

18.2

22.0

23.5

27.3

15.6

11.7

8.9

3.7

6.1

2.8

65.3

37.0

61.6

0 20 40 60 80

雨の日に遊べる場所がない

遊具などの種類が充実していない

近くに遊び場がない

思いきり遊ぶための十分な広さがない

不衛生である

遊び場周辺の道路が危険である

いつも閑散としていて寂しい感じがする

遊び場に行っても子どもと同じ歳くらいの遊び
仲間がいない

遊具などの設備が古くて危険である

遊び場やその周辺の環境が悪くて、安心して遊べない

緑などの自然が少ない

その他

特に感じることはない

無回答

（％）

平成25年度

平成20年度
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地域の環境において気になることとして、「車・バイク・自転車の運転マナーが悪く、子ど

もが事故にあわないか心配なこと」が 40.4％で最も高く、次いで「暗い道路、人通りの少ない

道路や見通しのきかないところが多いこと」（38.6％）、「買物や用事の合間の気分転換に、子

どもを遊ばせる場所がないこと」（38.2％）となっている。

前回調査と比較すると、上位の項目で回答する割合が上昇しているが、「暗い道路、人通り

の少ない道路や見通しのきかないところが多いこと」は 8.2 ポイント上昇している。

〔図 地域の環境において気になること〕

38.6

38.2

32.3

30.0

25.1

24.3

20.1

19.3

17.1

15.5

14.9

14.2

12.4

8.8

8.3

1.7

7.8

4.0

36.2

30.4

34.5

26.1

35.4

27.6

21.4

22.2

19.2

14.7

16.6

8.6

9.4

3.9

4.9

4.7

7.6

3.9

40.4

0 10 20 30 40 50

車・バイク・自転車の運転マナ－が悪く、

子どもが事故にあわないか心配なこと

暗い道路、人通りの少ない道路や見通しのきかない
ところが多いこと

買物や用事の合間の気分転換に、
子どもを遊ばせる場所がないこと

小さな子どもとの食事に配慮された場所がないこと

不審者が出るなどの事件があり、子どもが

犯罪の被害にあわないか心配なこと

トイレがオムツ替えや親子での利用に

配慮されていないこと

歩道や信号がない道路が多く、安全面に心配があること

授乳する場所や必要な設備がないこと

歩道の段差などがベビーカーや自転車の通行の
妨げになっていること

緑や広い歩道が少ない等、街並みに
ゆとりとうるおいがないこと

交通機関や建物がベビ－カ－での移動に
配慮されていないこと

子育てに関する施設の表示がわかりにくく、どこにあるの

かわからないこと

地域の防犯活動や子どもの見守り活動が活発でないこと

荷物や子どもに手をとられて困っているときに

手を貸してくれる人が少ないこと

周囲の人が子ども連れを迷惑そうに見ること

周囲の人が子どもに関心がなく、子どもの危険な状況が
察知されないのではないか心配なこと

その他

特に気になることはない

無回答

（％）

平成25年度

平成20年度
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（10）仕事と子育ての両立

お父さんが家事や育児に『参加している』（「参加している」+「どちらかといえば参加して

いる」）割合は 81.2％となっており、前回調査と比較すると 4.5 ポイント上昇している。

参加していない理由として、「仕事が忙しいから」が 73.7％で最も高く、次いで「家事や育

児は母親が主に関わるべきと考えるから」（37.7％）となっている。

〔図 父親の家事や育児への参加状況/前回調査との比較〕

〔図 参加していない理由〕

40.9 14.2 2.8

39.7

40.3

37.0 18.5 3.8
1.0

1.8平成25年度

平成20年度

参加している

どちらかといえば参加している

どちらかといえば参加していない

参加していない

無回答

37.7

18.5

16.6

9.2

0.1

73.7

0 20 40 60 80

仕事が忙しいから

家事や育児は母親が主に関わるべきと考えるから

育児への関わり方がわからないから

育児に関心がないから

その他

無回答

（％）

『参加している』 『参加していない』

（％）
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子どもが生まれた際（アンケート調査の対象の子ども）に育児休業の取得した経験がある（取

得中を含む）割合は、母親が 24.9％、父親が 1.1％となっている。

前回調査と比較すると、母親、父親ともに取得した経験がある割合が上昇している。

取得期間について、母親は、「７か月～１年」が最も高く 60.2％、次いで「１年１か月～２

年」が 15.3％となっている。父親は、「１か月以内」が 81.0％であり、その大半が「１週間」

である。

〔図 育児休業の取得状況〕

〔図 育児休業の取得期間〕

[母親] [父親]

〔図 両親の育児休業の取得状況/前回調査との比較〕

（子どもが生まれた際に働いていた母親・父親）

（％）

81.0

9.7

3.9
5.4

１か月以内

２～３か月

４～６か月

７か月～１年

無回答

（％）

24.9 8.3 1.665.2

0.7

1.1 92.8 5.4

母親

父親

働いていなかった

取得した（取得中である）

取得していない

無回答

（％）

2.7

4.4

15.3 8.8

8.7

60.2

３か月以内

４～６か月

７か月～１年

１年１か月～２年

２年超

無回答

取得した（取得中） 取得していない 取得した（取得中） 取得していない

平成25年度 75.1 24.9 1.2 98.8

平成20年度 40 60 0.6 99.4

母親 父親
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仕事と子育ての両立がはかられていると『感じる』（「両立がはかられていると感じる」+「ど

ちらかというと両立がはかられていると感じる」）割合は 53.5％となっており、前回調査と比

較すると変化はみられいないが、「両立がはかられていると感じる」は 6.9 ポイント低下して

いる。

両立がはかられていないと感じる理由として、「子育て等を支援する職場の制度が整備され

ていない」が 44.4％で最も高く、次いで「仕事の負担が大きい」（42.7％）となっている。

〔図 仕事と子育ての両立がはかられていると感じるか〕

〔図 仕事と子育ての両立がはかられていないと感じる理由〕

43.0 25.1 14.110.5

17.4 34.8 27.6 8.5

7.3

11.1

平成25年度

平成20年度

両立がはかられていると感じる

どちらかというと両立がはかられていると感じる

どちらかというと両立がはかられていると感じない

両立がはかられていると感じない

無回答

42.7

38.2

35.9

20.0

9.7

0.9

3.0

44.4

0 10 20 30 40 50

子育て等を支援する職場の制度が整備されていない

仕事の負担が大きい

子育てや家庭生活に関して職場の理解や協力がない

育児や家事の負担が大きい

保育サ－ビスが十分でない

家族の理解や協力が得られない

その他

無回答

（％）

『感じる』 『感じない』

（％）
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（11）子どもへの虐待の状況

「自分自身が虐待をしているのではないかと思うことがある」割合は 15.0％であり、前回調

査と比較すると変化はみられない。

子育てに関する不安・負担感の有無別にみると、不安・負担感がある層で「自分自身が虐待

をしているのではないかと思うことがある」割合は 23.1％であり、ない層よりも 14.5 ポイン

ト高くなっている。

虐待をしていると思う内容として、「感情的な言葉」が 88.8％で最も高く、次いで「たたく

など」（54.3％）となっている。

〔図 自分自身が虐待をしていると思うことがあるか〕

〔図 自分自身が虐待をしていると思うことがあるか/不安・負担感の有無別〕

〔図 虐待をしていると思う内容〕

61.4 22.8 0.9

13.2

15.0

67.5 18.1 1.3

平成25年度

平成20年度

自分自身が虐待をしているのではないかと思うことがある

自分自身が虐待をしているのではないかと思うことはない

何ともいえない

無回答

54.3

25.3

0.8

1.2

1.6

88.8

0 20 40 60 80 100

感情的な言葉

たたくなど

しつけのし過ぎ

食事を長時間与えないなどの制限や放置

その他

無回答

（％）

48.2 28.2 0.523.1

8.6 72.8 18.0 0.7

不安・負担感を
感じる

不安・不安感を

感じない

自分自身が虐待をしているのではないかと思うことがある

自分自身が虐待をしているのではないかと思うことはない

何ともいえない

無回答

（％）

（％）
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身近なところで子どもの虐待を見たり聞いたりしたことが「ある」割合は 4.5％であり、前

回調査と比較すると変化はみられない。

虐待を見たり、聞いたりした内容として、「感情的な言葉を子どもに投げかける」が 62.0％

で最も高く、次いで「子どもをたたいたり、つねったりする」（39.5％）、「厳しくしつけをす

る」（29.5％）となっている。

虐待を見たり、聞いたりした際の対応として、「特に何もしていない」が 52.5％となってい

るが、行った対応としては「知り合いの人たちで相談にのった」が 17.4％で最も高い。また、

「どこに連絡したらよいかわからなかった」が 15.0％となっている。

〔図 身近なところで虐待を見たり、聞いたりしたことがあるか〕

〔図 虐待を見たり、聞いたりした内容〕

11.8 81.6 2.14.5

4.3 9.7 82.9 3.0

平成25年度

平成20年度

ある

虐待かどうかわからないが、おかしいなと思ったことがある

ない

無回答

39.5

29.5

18.2

4.8

7.1

3.3

62.0

0 20 40 60 80

感情的な言葉を子どもに投げかける

子どもをたたいたり、つねったりする

厳しくしつけをする

食事を長時間与えない、子どもを長時間放置する

病気になっても病院などにつれていかない

その他

無回答

（％）

（％）
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〔図 虐待を見たり、聞いたりした際の対応〕

15.0

4.9

3.3

3.1

1.5

1.0

1.0

0.7

0.0

52.5

5.5

17.4

0 20 40 60

知り合いの人たちで相談にのった

どこに連絡したらよいかわからなかった

その他

児童相談所に連絡した

保育所・幼稚園、学校に連絡した

警察に連絡した

民生委員・児童委員に連絡した

保健所に連絡した

市役所に連絡した

法務局（人権擁護委員）に連絡した

特に何もしていない

無回答

（％）
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回答者数 割合

本庁地域 273 21.1%

彦島地域 141 10.9%

山陽地域 291 22.5%

山陰地域 405 31.3%

菊川地域 26 2.0%

豊田地域 29 2.2%

豊浦地域 94 7.3%

豊北地域 35 2.7%

合計 1,294 100.0%

回答者数 割合

１年生 608 47.0%

２年生 415 32.1%

３年生 242 18.7%

４年生 3 0.2%

５年生 - -

６年生 2 0.2%

無回答 24 1.9%

合計 1,294 100.0%

回答者数 割合

二世代世帯 1,083 83.7%

三世代世帯 170 13.1%

その他の世帯 17 1.3%

無回答 24 1.9%

合計 1,294 100.0%

（％）

22.5

21.1

10.9
31.3

2.0

2.2

7.3

2.7

本庁地域

彦島地域

山陽地域

山陰地域

菊川地域

豊田地域

豊浦地域

豊北地域

（％）

18.7

47.0

32.1

0.2 0.2
1.9

１年生

２年生

３年生

４年生

５年生

６年生

無回答

（％）

1.9

13.1

83.7

1.3

二世代世帯

三世代世帯

その他の世帯

無回答

Ⅲ 放課後児童クラブの利用に関する調査の結果

１ 属性

（１）通学している小学校

（２）学年

（３）家族構成
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回答者数 割合

母親 1,214 93.8%

父親 52 4.0%

その他 5 0.4%

無回答 23 1.8%

合計 1,294 100.0%

回答者数 割合

父母ともに 714 55.2%

主に母親 503 38.9%

主に父親 16 1.2%

主に祖父母 20 1.5%

その他 17 1.3%

無回答 24 1.9%

合計 1,294 100.0%

（％）

1.8

4.0

93.8

0.4

母親

父親

その他

無回答

（％）

1.91.31.5

38.9
55.2

1.2
父母ともに

主に母親

主に父親

主に祖父母

その他

無回答

（４）記入者

（５）両親の状況

（６）子育てを主に行う者

（％）

2.2

19.6

76.8

1.3

両親ともにいる

母子家庭

父子家庭

不明

回答者数 割合

両親ともいる 994 76.8%

母子家庭 254 19.6%

父子家庭 17 1.3%

不明 29 2.2%

合計 1,294 100.0%
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２ 両親の就労状況

（１）両親の就労状況

母親の就労状況は、「フルタイム」が 54.9％、「パート・アルバイト」が 39.8％であり、就

労している割合は 94.7％である。

父親の就労状況は、「フルタイム」が 94.2％、「パート・アルバイト」が 0.6％であり、就労

している割合は 94.8％である。

〔図 両親の就労形態〕

（％）

54.4 0.5 38.8

94.0
0.2

0.6

1.0

0.1

1.4

0.1

0.4

3.4

5.0

母親

父親

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である

パ－ト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

パ－ト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答
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（２）帰宅時間

帰宅時間は、「18：00」が 21.9％で最も高く、次いで「17：30」（19.5％）、「17：00」（14.0％）

などの順となっている。

〔図 帰宅時間〕

３ 放課後児童クラブの利用状況、利用希望

（１）利用状況

放課後児童クラブの１週当たりの利用日数について、｢５日｣が 60.1％で最も高くなっている。

土曜日の利用状況は、｢利用している｣が 16.8％、｢利用していない｣が 75.7％となっている。

〔図 １週当たりの利用日数〕 〔図 土曜日の利用状況〕

（％）

14.0

8.5

12.8

19.5

21.9

8.1

6.1

2.9

2.4

3.9
16時00分以前
16時30分
17時00分
17時30分
18時00分
18時30分
19時00分
19時30分
20時00分以降
無回答

（％）

3.7
7.0

60.1

15.2

4.0
2.0

8.0

１日

２日

３日

４日

５日

６日

無回答

（％）

75.7

16.8

7.5

利用している

利用していない

無回答
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（２）利用時間の現状・希望

現在の利用終了時間は｢～17 時 00 分｣が 25.7％で最も高く、希望終了時間は｢～18 時 00 分｣

が 35.2％で最も高くなっている。希望終了時間は、「～18時 30 分」が 7.8％、「～19時 00 分」

が 8.1％となっている。

長期休暇中の利用時間について回答したのは、全体の 76.6％であり、現在の開始時間、希望

開始時間ともに｢8 時 00 分～｣が最も高くなっているが、希望開始時間では｢7 時 30 分～｣が

16.4％、｢7 時 00 分～｣が 2.6％となっている。

長期休暇中の現在の終了時間は「～17 時 00 分」が最も高く、希望終了時間は「～18 時 00

分」が最も高くなっている。また、終了時間は、「～18時 30 分」が 7.6％、「～19時 00 分」が

7.8％となっている。

〔図 放課後児童クラブの利用終了時間〕

〔図 放課後児童クラブの利用希望終了時間（両親の状況別）〕

25.7 14.9

35.25.4

11.7

7.9

18.9

23.8 8.1

24.8

7.8 8.1
0.7

0.2 0.2

2.6

4.1現在

希望

～16時00分 ～16時30分 ～17時00分 ～17時30分

～18時00分 ～18時30分 ～19時00分 ～19時30分

～20時00分 20時01分以降 無回答

4.9 8.1

24.0

21.5

8.5

7.3

46.7

37.4 10.6 0

5.6

6.7

8.1

33.3

34.4

6.7

7.1

6.1

8.8

6.7

0.8

0.7

0.4

0.2 0.2

2.8

2.4両親ともにいる

父子家庭

母子家庭

～16時00分 ～16時30分 ～17時00分 ～17時30分
～18時00分 ～18時30分 ～19時00分 ～19時30分
～20時00分 20時01分以降 無回答
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1.2

1.1

0.9

1.0

22.3

75.4

0 20 40 60 80 100

現在就労している

学生である

家族・親族などを介護しなければならない

病気や障害を持っている

その他

無回答

（％）

〔図 長期休暇中の放課後児童クラブの利用開始時間〕

（長期休暇中の利用時間に回答があった世帯）

〔図 長期休暇中の放課後児童クラブの利用終了時間〕

（長期休暇中の利用時間に回答があった世帯）

（３）利用している理由

放課後児童クラブを利用している理由は、｢現在就労している｣が 75.4％で最も高くなっている。

〔図 放課後児童クラブを利用している理由〕

27.2 15.2

37.1

17.2

8.9

13.8

7.0 22.8 7.8

26.5

7.6 7.8
0.6

0.30.2

現在

希望

～16時00分 ～16時30分 ～17時00分 ～17時30分

～18時00分 ～18時30分 ～19時00分 ～19時30分

～20時00分 20時01分以降

65.0 20.4

2.6 16.4 55.8 14.4 9.8

14.1

0.2

0.4

0.6

0.1

0.3

現在

希望

7時00分～ 7時30分～ 8時00分～ 8時30分～

9時00分～ 9時30分～ 10時00分以降 無回答
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52.6

43.9

13.1

10.9

9.0

9.0

5.4

4.8

10.9

62.5

0 20 40 60 80

利用できる学年の延長

利用できる時間の延長

土曜日の終日（午後）開級

指導員の対応・増員

指導内容の充実

日曜日・祝日の開級

お盆・年末年始の開級

施設設備の改善

安全対策の充実

その他

（％）

（４）放課後児童クラブの満足度

放課後児童クラブの満足度は、『満足』(「非常に満足している」+「満足している」)の割合は 65.8％、

『不満』（「非常に不満である」+「やや不満である」）の割合は 24.1％となっている。

放課後児童クラブへの要望は、「利用できる学年の延長」が 62.5％と最も高く、次いで「利用で

きる時間の延長」（52.6％）、「土曜日の終日（午後）開級」（43.9％）となっている。

時間を延長した場合の利用意向は、「利用しない」が 18.9％、「利用する」が 79.9％となってい

る。

〔図 放課後児童クラブの満足度〕

〔図 放課後児童クラブへの要望〕

（％）

2.2 3.2

26.8
21.9

6.8

39.0

非常に満足している

満足している

どちらともいえない

やや不満である

非常に不満である

無回答
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（％）

79.9

18.9

1.2

利用しない

利用する

無回答

（％）

13.9

79.0

5.6

1.5
現状のまま継続してほしい

多少の負担は増えても内容
を充実してほしい
やめてもよい

無回答

〔図 延長保育料がかかる場合の時間延長の利用意向〕

（利用できる時間の延長を望んだ世帯）

（５）おやつ（捕食）の提供

おやつ（捕食）の提供について、「現状のまま継続してほしい」が 79.0％、「多少の負担は増

えても内容を充実してほしい」が 5.6％、「やめてもよい」が 13.9％となっている。

〔図 おやつ（捕食）の提供〕

[おやつの提供をやめてよいと理由（抜粋）]

・ほとんど食べずに、持って帰るため

・欠席の時のおやつを持って帰るが、いらない

・子どもが太り気味のため、間食は控えたいため

・おやつを食べると夕飯が食べられなくなるため

・帰宅してからも食べるため

・おやつを摂取する習慣がないため

・今のおやつはお菓子なので腹を満たす物ではない

・おやつの内容があまり良くないため

・家庭ではあたえないような物が多い

・おやつ代が高い

・早く帰るため
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50.4

43.5

41.7

31.4

19.9

1.9

0.9

60.0

0 20 40 60 80

安全安心な放課後を過ごす

学習する習慣を身につける

コミュニケーション能力を身につける

違う年齢の児童とかかわる

最低限のマナー・礼儀作法を身につける

遊ぶ能力を身につける

その他

無回答

（％）

（６）放課後児童クラブに期待すること

放課後児童クラブに期待することは、「安全安心な放課後を過ごす」が 60.0％と最も高く、

次いで「学習する習慣を身につける」（50.4％）、「コミュニケーション能力を身につける」

（43.5％）、「違う年齢の児童とかかわる」（41.7％）となっている。

〔図 放課後児童クラブに期待すること〕
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（％）

8.2

1.9 1.2

88.7

週３日以上利用したい
週１～２日利用したい
利用希望はない
無回答

（％）

0.6

3.1

27.8

1.7

28.0

33.3

5.5

１年生まで

２年生まで

３年生まで

４年生まで

５年生まで

６年生まで

無回答

（７）今後の利用希望

放課後児童クラブの利用意向は、「週３日以上利用したい」が 88.7％と最も高くなっている。

希望する学年は、「３年生まで」が 33.3％と最も高く、次いで「４年生まで」（28.0％）、「６

年生まで」（27.8％）となっている。

学年別にみると、３年生では「６年生まで」が 41.1％と高くなっている。

〔図 放課後児童クラブの利用意向〕

〔図 希望する学年〕

〔図 希望する学年（学年別）〕

3.5 9.1 36.3
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2.5

4.0

3.5

24.8

23.3

41.1

0.5

0.7

0.9

3.5 36.4

20.3

23.3

32.2

１年生

２年生

３年生

１年生まで ２年生まで ３年生まで ４年生まで

５年生まで ６年生まで 無回答

（％）


